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 近年のグローバル化により、ヒトやモノの移動が以前に増して活発になっている。その

中で言語学習のニーズも学習法も多様化し、全ての学習者が教室内で日本語を学ぶとは限

らない。必要な言語知識を学習者自身が自律的かつ主体的に選び、生涯学び続ける姿勢が

求められてきているのではないだろうか。 

 言語の学習に限らず、何かの目的のために努力を続けることは重要である。現在日本で

日本語を学ぶ学習者は非常に多いが、必ずしも学習者全員が日本語上級者の水準に到達で

きるわけではない。日本国内で学習し、母語話者との接触場面も多様で豊富な学習者が日

本語上級話者のレベルになるには、どのような要因が関係しているのだろうか。 

 本研究では学習者の日本語学習歴を振り返り、学習動機付け、学習意欲の推移と変化に

関して実証的に分析・考察することを目的とする。研究課題として以下の２つを設定した。 

    (1)日本語上級話者はどのように学習意欲を維持しているのか。 

    (2)日本語上級話者の学習意欲の変容には、どのような傾向があるのか。 

 分析・考察は Shoaib & Dörnyei(2004)の「動機構成概念の７つの局面」を理論的枠組み

として援用する。本研究の研究課題の解明のためには、次の 5 つの領域の先行研究を概観・

考察することが不可欠であると考える。(1)第二言語習得、(2)言語の社会化、(3)学習動機、

(4)言語学習ヒストリー(Language Learning Histories、以降 LLHs)、(5)アイデンティティ

の前景化。さらに本研究において使用する「学習意欲」の用語の定義に関して、類義の用

語「学習動機」、「動機づけ」、「学習意欲」との使い分けについても言及した。 

 調査協力者は日本在住の日本語学習者 8 名である。全員日本の大学院に在籍しており、

日本人と関わる機会が多く、学術レベルの日本語運用能力を有する日本語使用者であるこ

とが特徴と言える。協力者には 2018 年 1 月から 3 月の期間に 1 人１時間程度の対面での

半構造化インタビューを実施し、これまでの日本語学習について LLHs を意識した質的調

査を行った。その後「動機構成概念の７つの局面」を援用し、意欲の維持、変容の要因と

その際にとった行動等について分析、考察した。 

 調査の結果、学習意欲の維持には、「自己モニター能力」が強く影響し、メタ認知ストラ

テジーを駆使して日本語を学習・使用していることが学習意欲維持に重要であることが明

らかになった。学習意欲の維持における「重要な他者」は、どの協力者にも共通して正の

影響を与えた。だが例外として「友人」という存在は、類似した目標を持つ場合にライバ

ル心を掻き立てることがあり、失敗のモデルケースとして自身に投影してしまうと、時に

意欲に負の影響を与える可能性もあることが明らかとなった。学習の目標に終着点を作る

ことなく、常に目標を立てて学習を継続させる姿勢も学習意欲の維持に重要な影響を与え

ていることが示唆された。 

 学習意欲に変容を与える時機は、人生における大きな目標の達成により新たな目標を設

定する際、同時に日本語学習目的とゴールも変化する傾向が明らかとなった。個人の中に

は「教室内での自分」「教室外での自分」等のようにアイデンティティが常に複数存在して

おり、アイデンティティごとに目標設定や挫折が発生し、学習意欲や学習目的が絶え間な

く変化する傾向がある。 

 この結果を踏まえ日本語学習において、以下の点を意識することが自身の「理想の日本

語使用者」になるための近道であり、本研究の日本語上級話者である調査協力者には以下

のような能力が備わっていたことが明らかとなった。 

・自身に正の影響を与える「重要な他者」が周りでサポートしている。 

・自身の学習を管理する「自己モニター能力」を意識して学習できる。 

・大小様々な目標を立てて実行し、達成すると新たな目標を立てることができる。 
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・様々な学習ストラテジーを駆使して学習意欲を維持できる。 

 本研究では、日本語学習に特化した LLH（言語学習ヒストリー）収集を行った結果、日

本語学習・日本語使用場面におけるアイデンティティの変容について多種多様で良質な

データを得ることができた。だが、本研究は日本に留学している上級日本語学習者を対象

としており、母国での日本語学習経験、独学経験の有無など、変数には偏りがある。日本

の大学院に留学しているという特徴的な変数の存在も否めない。今後は異なる社会文化的

文脈における研究を積み重ねる必要があり、それらを比較検討した上で、学習意欲を向上

させるストラテジー分析・考察し、研究成果を蓄積することが求められる。 
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